
 

 

 

１ 単元名 ふりこのきまり（第５学年） 

２ 指導のねらい 

   問題解決を通して明らかになったことを生活の中で使われているメトロノームの仕組みに適用することができ

るようにする。 

３ 実践の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用 問題解決を通して明らかになったことを日常生活に生かす 

 

第５学年「ふりこのきまり」〔全６時間〕 （本時５／６時） 

第１次（６時間） 

【学習活動】 

１導入で曲を流し、

曲のテンポに合わせ

て動く振り子（メト

ロノーム）を作りた

いという興味をもつ

ようにする。 

 

２振り子が１往復

する時間は、どんな

条件で変わるのかを

調べる方法を考え、

条件を制御しながら

実験を計画する。 

 

３実験計画を基に

実験をする。 

 

４振り子が１往復

する時間のきまりに

ついて、実験結果を

基にまとめる。 

 

５学習で身に付け

た知識・技能を活

用して、曲のテン

ポに合わせて動く

振り子を作る。 

 

（１）本時の学習の流れ 

  

  ① 導入で流した曲を流し、問題を確認する。 

  ② 学習で身に付けた知識・技能を活用して、曲のテンポに合わせて 

       動く振り子を作る。 【適用】 

  ③ 実験のまとめをする。 

  ④ メトロノームに付いているおもりの位置を変えることで、テンポ 

      が変わることをこれまでの学習を基に説明する。     【適用】 

 

（２）授業の実際 

  問 題  

 

 

  予 想  

                                  

                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

曲のテンポに合うふりこを作るにはどうしたらよいのだろうか。 

 
①単元を貫く問題として、「曲に合うふりこを作

るにはどうしたらよいのだろうか。」と設定す

る。 

②メトロノームの仕組みについて、これまでの

学習を基に説明する。 

指導のポイント 

 
ふりこの糸の長さを調節すれば曲のテンポに合わせられる

と思うよ。 

 曲よりもテンポが遅いから、糸の長さを短くしてみよう。 

 
それでは、この曲のテンポに 

合う振り子を作ってみましょう。 

 音楽会で合奏した曲を使用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

  本実践より、理科の学習で学んだことを日常生活の場面に適用することで、理科の学習意欲が高まることが分か

った。また、理科を学ぶ意義や有用性を実感できたと考える。 

  日常生活の場面に適用することが難しい単元もあるので、学習したことをどのように日常生活と関連させていく

かが課題である。                                    （橋本 知香） 

 

児童のノートの記述より 

メトロノームに付いているおもりの位置を変えることで、テン

ポが変わることをこれまでの学習「糸につるしたおもりが１往

復する時間は、おもりの重さなどによっては変わらないが、糸

の長さによって変わること」を基に説明することができてい

る。 

「ふりこが１往復する時間は糸の長さによって変わること」をメトロノームに当てはめることで、

理科を学ぶ意義や有用性を実感することができたと考えられる。 

振り子の糸の長さを変えて、曲のテンポに合うように調整をしている。これは、学習した内容を適用し

ている姿だととらえることができる。 


